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研究背景（ICT機器所有状況） 2 ページ
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何らかのICT機器を60代は97.7％ 70代も94.2％所有している

※パソコン・タブレットは家族所有も含む



研究背景（先行研究の整理・研究の到達点） 3 ページ

高齢者がICTを利活用するとQOLに対し肯定的な影響が見られる

シニア層がインターネットの利用頻度が高いと、社会的活動が促進される 桂瑠以・橋本和幸
(2019)

シニアがインターネットをコミュニケーションで利用することで、健康度自己評価や幸福度が高い
太田康博・斉藤雅茂・中込敦士・近藤克則(2022)

非対面交流中心であっても、主観的健康に寄与する
福定正城・斉藤雅茂・近藤克則・斎藤民（2022）

情報に関することを中心に購買行動やペーパーレスに関して生活の変化
水野一成・近藤勢津子・吉良文夫(2022)

⇒QOLや社会的活動の分野で多く実証され、利活用が活発な層が明らかにされているが、
ICT機器の多寡に着目した研究結果は多くない



1 本稿の目的及び分析の流れ

目的

シニア層においてスマホ・パソコンの利用時間多寡による特性を明らかにする

4 ページ

分析の流れ
①スマホ及びパソコンの利用時間を基に数量化理論第Ⅱ類を用いて特性を分析
②①の結果を基に考察

調査概要
調査時期 2023.1
調査方法 訪問留置調査法
調査対象 全国，60代及び70代
割付 性別・年齢・都道府県・都市規模

サンプル数 1350
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スマホの利用時間
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群1:1時間以上, 
26 

群2：1時間未
満, 50 

群3：利用してい
ない, 24 
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スマホの利用時間の結果より3群にわける



8 ページ1軸の解釈

相関比η²＝0.217 判別的中率64.1％ 寄与率84.7％
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1軸は判別グラフ及び各群の平均値より「1群：高利用」と「3群：未利用」を分ける軸と解釈



カテゴリースコア（偏相関係数上位） 9 ページ

1群：１時間以上利用 ２群：1時間未満 ３群：利用していない
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1群：１時間以上利用 ２群：1時間未満 ３群：利用していない



パソコンの利用時間
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パソコンの利用時間の結果より3群にわける



13 ページ1軸

相関比η²＝0.333 判別的中率75.8％ 寄与率90.2％
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３群：利用していない ２群：1時間未満 1群：１時間以上利用



カテゴリースコア（偏相関係数下位） 15 ページ

３群：利用していない ２群：1時間未満 1群：１時間以上利用
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スマホ利用多い パソコン利用多い

仕事でのパソコン利用 若い時期 若い時期

年齢 若い ―

性別 ー 男性

即時遅延 即時傾向 ー

経済的ゆとり ー ある

スマホ・パソコン問わず、利用が多いと最も関係が強いのは
「仕事でパソコンを使い始めたのが若い時期」である



仕事でPCを使い始めた年代 17 ページ

60代 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59
70代 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69
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ネットの利用時間（性年代別） 18 ページ
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【参考】男性ICTサービス利用 22 ページ
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【参考】女性ICTサービス利用 23 ページ
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スマホとパソコン 同時比較
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1群：高スマホ, 20 2群：スマホ, 48 3群：同じ, 14 4群：パソコン, 18 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※1群、2群の閾値：60分以上スマホが多い

スマホ・パソコンを利用している人を対象
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相関比η²＝0.243 判別的中率71.2％ 寄与率68.4％
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カテゴリースコア（偏相関係数上位） 27 ページ

1群：高スマホ傾向 ２群：スマホ傾向 3群：同じ 4群：パソコン



カテゴリースコア（偏相関係数下位） 28 ページ

1群：高スマホ傾向 ２群：スマホ傾向 3群：同じ 4群：パソコン
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